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Ⅰ．はじめに 

管理栄養士国家試験は，管理栄養士として必要な基本的知識及び技能につ

いて的確に評価するために行われるものであり、昭和６２年度に第１回の国家試

験が実施されて以来、毎年継続的に実施されており、管理栄養士の資質の確保

に重要な役割を担ってきたところである。 

現行の管理栄養士国家試験出題基準は、平成１４年に施行された管理栄養士

養成課程の新たなカリキュラムの教育内容を踏まえ平成１４年８月にとりまとめら

れ、平成１８年（第２０回）以降、国家試験の適切な範囲及び水準を明確に示すた

めに活用されてきた。 

近年、保健・医療・福祉・教育をはじめとした多様な領域で専門職としての管理

栄養士への期待はますます高まっている。その役割を発揮するためには、卒前

教育において基本的な知識及び技能を修得する必要があり、平成２１年５月には、

平成１５年以降日本栄養改善学会において検討されてきた「管理栄養士養成課

程におけるモデルコアカリキュラム」が公表されたところである。 

この間の管理栄養士を取り巻く状況や学術の進歩にあわせ、出題基準を改定

することとした。平成２２年３月より、管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）

改定検討会を設置し、出題基準改定について検討を重ね、とりまとめたのでここ

に報告する。 

 

Ⅱ．見直しに当たっての基本的な考え方 

現行出題基準が公表された平成１４年８月以降の学術の進歩やこの間に改

正・公表された法・制度などの変化に対応できる内容とした。 

また、管理栄養士としての第一歩を踏み出し、その職務を果たすのに必要な

基本的知識及び技能について的確に評価するという観点から、出題のねらいに

ついては、国家試験で問うべき主要なものとし、そのねらいに沿って内容を精査

し、見直した。 

 

Ⅲ．管理栄養士国家試験出題基準について 

管理栄養士国家試験出題基準は、別添の通りとする。 

 

Ⅳ．管理栄養士国家試験問題について 

○管理栄養士養成の教育との関係について 

管理栄養士国家試験出題基準は、管理栄養士養成課程の教育で扱われ

るすべての内容を網羅するものではなく、また、これらの教育のあり方を拘束

するものではない。 
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○出題数及び出題数の配分、出題形式について 

出題数については、管理栄養士として必要な基本的知識及び技能につい

て的確に評価する観点から、引き続き２００題とし、出題数の配分は、現行の

まま継続することが望ましい（下表参照）。なお、管理栄養士養成に関する状

況の変化を踏まえ、適切な出題数について継続的に検討していくことが望ま

しい。 

出題形式に関しては、正しいもの（５つの選択肢から１つないし２つの正解

肢）を問う方式を原則とすることが望ましい。また、管理栄養士に求められる

思考・判断力並びにそれに基づく問題解決能力を評価するため、第２０回国

家試験より導入された「応用力試験（状況設定問題）」は、今後も継続して出

題し、内容を充実させていくことが望ましい。 

 

表 管理栄養士国家試験 出題数の配分 

 社会・環境と健康 ２０問  

 人体の構造と機能及び疾病の成り立ち ３０問  

 食べ物と健康 ２５問  

 基礎栄養学 １４問  

 応用栄養学 １６問  

 栄養教育論 １５問  

 臨床栄養学 ３０問  

 公衆栄養学 ２０問  

 給食経営管理論 ２０問  

 応用力試験 １０問  

    計 ２００問  

 

○合格基準について 

現行の出題基準により行われた第２０回国家試験以降の毎年の合格率は、

安定した水準を維持している。したがって、合格基準については、引き続き現

行の合格基準を継続することが望ましい。 

 

○今後の出題基準の見直し 

急速な少子高齢化の進展や疾病構造の変化、栄養関連の学術の進歩、

保健・医療・福祉・教育などに関連した法・制度の改正に速やかに対応する

ため、概ね４年に一度改定を行い、内容の充実を図ることが望ましい。 

  



3 

 

○試験問題のプールについて 

試験問題の質や難易度を一定に保つためには、試験問題を蓄積すること

（プール制）が有用とされている。他の国家試験制度における実施状況や課

題も踏まえ、良質な試験問題の作成に資するよう、試験問題のプール制につ

いては継続的に検討していくことが望ましい。 

また、過去に出題された良質な試験問題の活用にあたっては、単純な正

答の暗記による解答が行われないよう、問題の趣旨が変わらない範囲で設

問及び解答肢などを工夫することが適当である。 

 

○今回改定した出題基準の適用について 

今回改定した管理栄養士国家試験出題基準は、第２６回国家試験（平成 

２４年３月実施予定）から速やかに適用することが望ましい。 

 

 

Ⅴ．おわりに 

管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）改定検討会では、近年の管

理栄養士を取り巻く状況に鑑み、管理栄養士として必要な基本的知識及び

技能について的確に評価するため、国家試験出題基準の見直しについて検

討を行ってきたところである。 

管理栄養士の活躍する領域は、保健・医療・福祉・教育など多方面にわた

り、それぞれの領域で高い専門性が求められていることから、管理栄養士国

家試験が、管理栄養士としての第一歩を踏み出す際の基本的知識及び技能

について的確に評価する役割を果たすとともに、管理栄養士免許取得後の

教育体制の整備が着実に進められ、管理栄養士のより一層の資質向上が

図られるべきである。 

現在、管理栄養士養成課程はそれぞれの特徴に応じたカリキュラムの充

実に取り組んでいるところである。卒前教育の実質的な質の向上のためには、

モデルコアカリキュラムの議論がさらに深まり、定期的に改正が行われるとと

もに、各養成課程において独自性を生かしたカリキュラムの改善・充実が図

られる必要がある。また、生涯教育の充実と、管理栄養士自らの研鑽により、

高い専門性を発揮することができるよう、卒前・卒後教育を含めた一元的な

教育の質の向上を目指すべきである。 

さらには、管理栄養士の養成や育成における各段階の到達目標が明確に

され、それらが一連の整合性を保つように検証が行われることにより、管理

栄養士国家試験の果たすべき役割を十分に発揮できるようにすべきである。 
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